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▲長崎空港出入口（森園公園内）にある天正遣欧少年使節顕彰之像

今
か
ら
約
４
２
０
年
前
、
日
本
の
文
化
を
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
伝
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
を
持
ち
帰
っ
た
天
正
遣
欧
少

年
使
節
の
４
少
年
。
そ
の
偉
大
な
る
足
跡
を
た
ど
る
た
め
、
７
月
21
日
〜
30
日
の
10
日
間
、
４
少
年
に
ゆ
か
り
の
あ
る
３
市
２

町
か
ら
中
学
生
10
人
（
う
ち
大
村
市
か
ら
２
人
）
が
イ
タ
リ
ア
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

ミ
ラ
ノ
か
ら
ロ
ー
マ
ま
で
、
異
文
化
に
触
れ
現
地
の
人
た
ち
と
交
流
を
深
め
た
平
成
遣
欧
少
年
使
節
一
行
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

何
か
を
感
じ
・
学
び
、
今
後
に
つ
な
が
る
も
の
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

天
正
遣
欧
少
年
使
節

大
村
純
忠
な
ど
の
使
節
と
し
て
、
伊
東

マ
ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、
原
マ
ル
チ

ノ
、
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
の
４
少
年
が
、
日

本
で
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
公
式
使
節

団
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
。
日
本

の
文
化
を
紹
介
し
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
文
化
や
品
々
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
最
初

の
日
本
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

少
年
使
節
の
旅
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
先

進
文
化
に
触
れ
る
喜
び
と
同
時
に
、
当
時
、

イ
ン
ド
航
路
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
は
、
４
隻

の
う
ち
２
隻
が
無
事
に
帰
り
着
け
ば
良
い

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、
危
険
を
伴
っ
た
旅

で
し
た
。

使
節
が
長
崎
を
出
発
し
た
の
は
、
１
５

８
２
年
（
天
正
10
年
）
２
月
で
、
２
年
６

か
月
を
か
け
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都
リ

ス
ボ
ン
に
到
着
。
４
少
年
は
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
ス
ペ
イ
ン
で
国
王
フ
ェ
リ
ペ
２
世
な

ど
の
歓
迎
を
受
け
、
さ
ら
に
、
最
終
目
的

地
ロ
ー
マ
で
は
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
オ
13
世

か
ら
の
祝
福
と
、
ロ
ー
マ
市
会
か
ら
ロ
ー

マ
市
民
権
証
書
を
授
与
さ
れ
る
な
ど
、
大

歓
迎
を
受
け
、
使
節
と
し
て
の
使
命
を
立

派
に
果
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
５
９
０
年
（
天
正
18
年
）

７
月
に
帰
国
。
実
に
、
８
年
５
か
月
の
長

い
苦
難
の
旅
で
し
た
。

平
成
遣
欧
少
年
使
節
団
の
結
成

天
正
遣
欧
少
年
使
節
に
ゆ
か
り
の
あ
る

宮
崎
県
西
都
市
（
伊
東
マ
ン
シ
ョ
の
出
身

地
）
、
長
崎
県
西
海
市
（
中
浦
ジ
ュ
リ
ア

ン
の
出
身
地
）
、
千
々
石
町
（
千
々
石
ミ

ゲ
ル
の
出
身
地
）
、
波
佐
見
町
（
原
マ
ル

チ
ノ
の
出
身
地
）
、
そ
し
て
彼
ら
を
派
遣

し
た
日
本
で
最
初
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
大

村
純
忠
の
本
拠
地
で
あ
る
本
市
の
３
市
２

町
が
平
成
13
年
１
月
、
「
天
正
遣
欧
少
年

使
節
ゆ
か
り
の
地
首

長
会
議
」
を
発
足
し

ま
し
た
。

発
足
後
、
天
正

遣
欧
少
年
使
節
の
偉

大
な
功
績
を
後
世
に
伝

え
、
ま
た
、
３
市
２
町
の

相
互
理
解
と
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
２
年
に
１
回
「
平
成
遣

欧
少
年
使
節
」
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

平
成
13
年
は
イ
タ
リ
ア
、
平
成
15
年

に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
そ
し
て
今
年
７
月

に
イ
タ
リ
ア
へ
派
遣
し
ま
し
た
。



平成遣欧少年使節の一員

として、イタリアを巡り、

千々石ミゲルなどの天正遣

欧少年使節が訪れた場所や

見たものなどを同じように

見てまわりました。そして、

４少年がイタリアでどのよ

うなことを学び、感じたの

かということもおぼろげな

がら実感することができて

本当に良かったです。

4少年が、420年前にいろ

いろなまちを訪れるたび

に、ものすごい大歓迎を受

けていたことには感動しました。

これから、これらの経験を生かして、天正遣欧少年使節

についての学習を深めていきたいと思います。それと、僕

たちのように、このような良い経験を多くの人ができるよ

うに、この企画はずっと続けてほしいと思います。
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▲習字や折り紙などで、イタリアの学生と交流

▲4少年の足跡をたどりながら、イタリアの各地を視察する一行

ずっと続けてほしい

私は今回のイタリア派遣の随行員として、参加しました。

平成遣欧少年使節の10人は、国内での事前研修を経て、天正

遣欧少年使節がたどったイタリアの各都市を訪問しました。

今回は使節団の団長が、天正遣欧少年使節に対する広い知識

を持っておられたため、当時の少年使節に対する各都市の歓迎

ぶりやエピソードなどを聞きながら、各都市を視察できたこと

は、使節団にとって大変貴重な体験だったと思います。

今後は、日本に大きな影響を与えた天正遣欧少年使節にゆかりのある「まち」として、天正

遣欧少年使節の偉業を子どもから大人まで誰でも知っている「まち」にしていくことが、必要

なのではないかと感じました。

誰もが知っているまちに

■問い合わせ　企画調整課（内線229）

この派遣で最も印象深か

ったのは、ミラノでの交流

会でした。現地の学生や先

生たちと英語でコミュニケ

ーションをとりながら過ご

し、折り紙の折り方を教え

たり、習字を書いて見せた

りして、日本の文化を感じ

とってもらいました。

また、一緒に行ったほか

の市や町の中学生たちとも

仲良くなることができ、楽

しい時間を過ごすことがで

きました。

ほかにも、日本では見られないたくさんの建造物や壁画、

まち並みなど、歴史を感じさせてくれる風景も見てきまし

た。本当に驚きの毎日でした。

天正遣欧少年使節の偉大さやイタリアの素晴らしさな

ど、今回のイタリア派遣で学んだことをみんなに広め、こ

れからももっと多くの人たちに知ってもらえたら嬉しいで

す。

大村中3年

林田　恭介
きょうすけ

くん

学んできたことを広めたい

大村中3年

山崎　武士
た け し

くん

随行員

尾曲
お ま が り

芳行
よ し ゆ き

さん
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（
歳
入
の
確
保
）

◎
税
収
の
確
保
（
滞
納
繰
越
金
の
早
期
回

収
と
処
分
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
）

市
の
主
な
収
入
源
で
あ
る
税
収
を
確
保
す
る

た
め
に
は
、
全
体
の
収
納
率
ア
ッ
プ
に
努
め
、

特
に
、
12
億
円
（
平
成
16
年
度
末
）
を
超
え
る

市
税
の
過
年
度
分
滞
納
繰
越
金
を
早
急
に
整
理
・

回
収
す
る
対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
財
政
健
全
化
目
標
に
お
け
る
税
収
確

保
策
は
、
現
年
度
分
の
確
実
な
徴
収
と
併
せ
て

滞
納
繰
越
金
の
早
期
回
収
お
よ
び
処
分
に
努
め
、

収
納
率
を
現
行
水
準
よ
り
約
１
％
上
昇
さ
せ
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
平
成
18
年
度
以
降
の
５
年

間
に
お
い
て
総
額
４
億
４
、
７
０
０
万
円
の
税

収
を
新
た
に
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

◎
そ
の
他
の
歳
入
確
保
策

・
利
用
者
負
担
の
適
正
化

駐
車
場
の
有
料
化
を

含
む
各
種
公
共
施
設
使
用
料
な
ど
の
見
直
し

・
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る
土
地
の
売
却
処

分
な
ど

（
歳
出
の
効
率
的
削
減
）

◎
人
件
費
の
削
減
（
累
積
赤
字
の
３
分
の

１
程
度
を
人
件
費
削
減
で
解
消
）

今
日
の
よ
う
に
市
財
政
が
逼
迫

ひ

っ

ぱ

く

し
た
状
態
に

陥
っ
た
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
は
、
市
職
員
の

人
件
費
な
ど
を
含
め
た
義
務
的
経
費
の
増
加
が

挙
げ
ら
れ
る
。
市
が
赤
字
再
建
団
体
に
陥
る
危

機
に
直
面
し
た
現
在
の
状
況
を
考
慮
し
た
場
合
、

職
員
人
件
費
の
削
減
を
今
回
の
財
政
健
全
化
の

最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
今
回
の
財
政

健
全
化
目
標
に
お
い
て
は
、
職
員
給
与
費
の
適

正
化
と
職
員
定
数
の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費
の

削
減
目
標
を
、
歳
出
削
減
目
標
の
総
額
40
億
円

の
う
ち
、
そ
の
３
分
の
１
以
上
に
相
当
す
る
額

と
す
る
。

◎
外
部
委
託
の
推
進
と
指
定
管
理
者
制
度

の
活
用
（
民
間
活
力
の
導
入
）

財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
は
、
市
が
実

施
し
て
い
る
各
種
業
務
を
幅
広
く
民
間
に
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
、
相
当
額
の
経
費
削
減
が
図

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
優
先
し
て
実
現
す
べ
き

取
り
組
み
で
あ
る
。

ま
た
、
現
在
、
市
が
抱
え
る
公
の
施
設
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
そ
の
管
理
に
民
間
の
能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

幅
広
く
活
用
し
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行

政
コ
ス
ト
の
縮
減
な
ど
を
図
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
今
後
、
公
募
を
原
則
と
し
た
同
制
度
の

積
極
的
な
活
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
社
会
保
障
費
な
ど
の
給
付
適
正
化

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、
生
活
保
護
な

ど
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
て
は
、
今
後
５
年

間
で
毎
年
度
３
％
程
度
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

い
る
が
、
行
政
改
革
に
お
け
る
組
織
の
見
直
し

な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
対
象
者
に

対
し
て
包
括
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、

社
会
保
障
制
度
に
係
る
給
付
費
の
上
昇
を
２
％

に
抑
制
さ
せ
る
。

◎
幼
保
一
元
化
の
取
り
組
み

急
速
に
少
子
化
が
進
行
す
る
中
、
保
育
所
の

待
機
児
童
数
削
減
と
幼
稚
園
の
定
員
割
れ
対
策
、

幼
児
教
育
の
一
貫
性
の
確
保
に
は
幼
稚
園
と
保

育
所
の
機
能
を
一
体
化
し
た
「
総
合
施
設
」
を

つ
く
る
「
幼
保
一
元
化
」
は
、
子
育
て
支
援
体

制
の
強
化
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
子
育
て
世
代
の
要
望
に
合
わ
せ
た
柔

軟
な
運
用
と
、
経
済
面
で
の
支
援
・
優
遇
制
度

な
ど
も
含
め
た
子
育
て
支
援
の
た
め
の
総
合
的

な
取
り
組
み
が
望
ま
れ
る
。

大村市の財政をよくする懇話会が

提言書を提出
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（
行
財
政
改
革
の
推
進
）

◎
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
な
対
応
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
た
新
た
な
組
織
・

体
制
づ
く
り

今
後
の
地
方
自
治
体
に
は
、
地
方
分
権
、
権

限
移
譲
の
進
展
に
伴
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
が

発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら

の
新
た
な
行
政
需
要
に
迅
速
で
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
た
な
行
政

組
織
、
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

組
織
体
制
の
見
直
し
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
各
課
単
位
（
縦
割
り
型
の
組
織
体

制
）
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
部
局
内
に
お
け

る
柔
軟
な
人
員
配
置
を
見
据
え
た
組
織
体
制
の

整
備
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◎
新
た
な
時
代
に
対
応
す
る
人
事
制
度
づ

く
り市

が
今
日
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
招
い
た
原

因
に
は
、
行
財
政
運
営
を
担
う
市
職
員
の
意
識

に
問
題
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
事
業
や
施

策
の
企
画
立
案
、
実
施
に
際
し
て
の
費
用
対
効

果
や
コ
ス
ト
削
減
に
対
す
る
認
識
が
欠
け
て
い

た
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
こ
の
こ
と
は
大

い
に
反
省
す
べ
き
点
で
あ
る
。

今
回
の
行
政
改
革
が
掲
げ
る
目
標
を
確
実
に

達
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行
政
組
織
全
体
の
見

直
し
と
合
わ
せ
て
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
と
総
合
的
な
人
材
育
成
を
通
し
た
資
質
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
人
事
評
価
制

度
に
基
づ
く
職
員
の
重
点
・
適
正
配
置
や
民
間

人
の
登
用
（
民
間
企
業
の
経
験
を
活
用
）
を
含

め
た
新
た
な
人
事
シ
ス
テ
ム
を
早
期
に
作
ら
な

け
れ
ば
、
行
政
改
革
を
円
滑
に
行
う
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

◎
そ
の
他
の
削
減
策

・
物
件
費
、
投
資
的
経
費
な
ど
の
削
減

・
事
務
事
業
の
進
ち
ょ
く
管
理

・
各
種
補
助
金
の
整
理
統
合

・
公
共
工
事
の
コ
ス
ト
縮
減

・
他
会
計
へ
の
繰
出
金
の
削
減

公
営
企
業
の
経

営
健
全
化

（
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
）

今
後
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
考
え
た
場
合
、

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
行
政
が
先
導
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
町
内
会

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
住
民
組
織
が
主

体
と
な
っ
て
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、

行
政
は
、
そ
れ
ら
の
組
織
を
側
面
・
後
方
か
ら

支
援
す
る
存
在
と
な
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
い
て
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
体
制
を
つ

く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
限
ら
れ
た
予
算
に
お
い
て
最
大
限
の

効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行
政
評
価
や

住
民
意
識
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
に
密
着
し

た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◎
そ
の
他
の
方
策

・
住
民
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握

パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
な
ど
の
活
用

※
こ
の
提
言
書
の
全
文
は
、
大
村
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

（

大村市の財政をよくする懇話会が

提言書を提出
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◇
１
日
〜
７
日
　
柴
原

し

は

ら

ひ
と
み
・
田
中
フ
ミ
ヨ

二
人
展
（
布
の
花
）

◇
８
日
〜
13
日
　
田
崎
和
子
（
手
作
り
カ
ン
ト
リ
ー
）
島
内
藤
子
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
か
ず
ら
）

◇
14
日
〜
20
日
　
村
部
良
明
個
展
（
絵
画
・
素
描
）

◇
21
日
〜
30
日
　
金
澤
夫
婦
展
（
押
し
花
）

■
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
�
�
１
２
１
６
）

11
月
の
ま
ち
か
ど
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

野岳湖公園周辺には
「ながさき自然休養林」があります

郡岳を中心に広がるヒノキの人工林と広葉樹の天
然林に覆われた自然いっぱいのところです。

小鳥のさえずりを聞きながらのハイキングコース
にはとても最適で、郡岳の山頂からは、大村湾はも
ちろん、3 6 0度のそう快な眺めは格別です。ぜひ皆さ
んもお出かけください。

都市景観賞88点、写真コンクール22点の応募の中から次のとおり決定しました。
ご応募ありがとうございました。

第4回大村市都市景観賞が決定しました

【歴史的建築物部門】 【新しい建築物部門】 【通り部門】

西川澄彦邸（片町）

【最優秀賞】

「箕島大橋夜景」
岸川仁之（赤佐古町）

優秀賞 永池知子（大里町）
鎌田幸子（須田ノ木町）

入　選 鎌田勝、岸川仁之、
楠本邦博、森リツ子、
辻一弘、田代弘、
水下美代子

※写真コンクール入賞作品は11月
2日～1 5日、アルカディア大村
に展示します。どうぞご覧くだ
さい。

■問い合わせ 都市計画課（内線431）

「武部大橋」に決定しました

都市計画道路「久原池田線」（旧久原梶ノ尾線）

に建設中の橋の名称が「武部大橋」に決定しました。

たくさんのご応募ありがとうございました。

■問い合わせ 都市計画課（内線431）

秋季全国火災予防運動
11月9日～15日

火災が発生しやすい時期です。日ごろから、一人ひ
とりが「火の用心」を心掛けましょう。

統一標語
「あなたです　火のあるくらしの　見はり役」

火の用心　7つのポイント
○寝たばこは絶対やめる
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報機などを設置する
○寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制

をつくる

1 1月9日 午前8時に消防演習招集のためと、期間中
の午後8時を「消防の時間」と定め、3 0秒間サイレン
を鳴らします。

■問い合わせ　安全対策課（内線179）

サイレンを鳴らします

阿古屋
あ こ や

荘
そう

（片町）

大
村
市
都
市
景
観

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

（
敬
称
略
）

大村公園桜並木通り
（玖島1丁目）

■問い合わせ 商工観光課（内線242）
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緑の募金にご協力ありがとうございました
市 民 の 皆 さ ん の 善 意 に よ り 寄 せ ら れ た 募 金 は 、

2 , 6 0 7 , 5 7 0円（平成1 5年度）でした。ご協力ありがとう
ございました。

県へ納めた募金の一部は、緑の募金市町村緑化等事
業として、市内の森づくりや緑化を推進するため植林、
植栽に活用させていただきました。

■問い合わせ 農業水産課（内線251）

高度情報化社会が進み、私たちのくらしは大変便利になりましたが、一方で個人情報が不正に利用
される心配も増えています。そこで個人情報の有用性を配慮しながら、個人の権利や利益を保護する
ことを目的とした個人情報保護法が今年の4月1日から全面施行されました。市でも、大村市個人情報
保護条例を定め、皆さんの個人情報を適正に取り扱ってまいります。

市が保有する個人情報について、適正に取り扱うための基本的なルールを定め、また皆さんが自分
に関する個人情報の開示や訂正、利用停止を求める制度をつくることによって、個人の権利・利益を
保護するものです。

市が個人情報を取り扱うための基本的なルールは次のとおりです。

○個人情報を収集するときは、利用の目的を明らかにし、その目的に必要な範囲で収集します。
○個人情報を収集するときは、原則として本人から直接収集します。
○利用の目的の範囲を超えて、個人情報を内部で利用したり、外部に提供したりすることは原則と　

して禁止します。
○市がどのような個人情報を収集し、取り扱っているかを記載した帳簿を作成し、だれでも閲覧で

きるようにします。
○個人情報の漏えいなどを防ぐために適正な管理に努め、必要のなくなった個人情報は速やかに確

実に廃棄、消去します。

住所、氏名、生年月日、性別のほか、職業、学歴、家族の状況、所得の状況など、個人に関する情
報で、特定の個人が識別できる情報をいいます。

※市が保有する自分に関する個人情報について、開示（閲覧や写しの交付）を請求することができ、
事実と異なるときは、訂正を請求することができます。また、この条例に違反して収集・利用・提
供されたものであるときは、その利用・提供の停止を請求することができます。

市が行った開示・訂正・利用停止についての決定に対し不服がある場合は、行政不服審査法に基づ
く不服申し立てをすることができます。その場合、市は「情報公開・個人情報保護審査会」の意見を
聞き、その意見を尊重した決定をしなければなりません。

■問い合わせ 総務課（内線213）

10月1日から大村市個人情報保護条例を
施行しました

ケヤキ・クヌギなどの植栽

（高良谷牧場）

ヤマザクラの植栽

（絆
きずな

の森公園）

■問い合わせ 文化振興課（内線369）

「長崎街道 大村路」の
CD－ROMができました

大村北ロータリークラブでは、
ロータリークラブ1 0 0周年を記念
して、「 長 崎 街 道 大 村 路 」 の
CD－ROMを作成しました。

貴重な歴史遺産である市内の
長崎街道を多くの人に知っても
らえるよう、パソコンを使って写真や情報を見るこ
とができます。

市立図書館で貸し出しています。ぜひご利用くだ
さい。

個人情報とは

決定に不服があるときは

個人情報保護条例とは
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世界初の海上空港「長崎空港」が開港して、今年で3 0年目を迎
え、それを記念したさまざまなイベントが空港内で開催されまし
た。9月1 7日には「空の日フェスタ」が開かれ、多くの親子連れな
どでにぎわい、1 0月2日には「ロードレース大会」が開かれ、市内
外からの参加者約1 , 1 0 0人と、資生堂の弘山晴美選手や藤永佳子選
手などの豪華な招待選手も参加し、盛り上がりを見せました。

秋晴れのもと、市内各地区の予選を勝ち抜いてきたチーム
などが集まって、秋のスポーツの祭典「市民スポーツ大会」
がシーハットおおむらなどで開かれました。各会場では、選
手の皆さんのハッスルプレーで、珍プレー・好プレーが続出。
1日中、歓喜の声が響いていました。
優勝チーム：古賀島西（ソフトボール）、木場（バレーボール）、
竹松同好会（ゲートボール）、松原愛好会A（グラウンドゴルフ）、
サンジョウ（インディアカ男子）、SAN'S大村（インディアカ女子）

コミセンと中地区公民館を定期的に利用している1 8 0団体に
よって、日ごろの成果を披露する「いきいきフェスタ in おお
むら」が、シーハットおおむらで開かれました。今回から、コ
ミセンと中地区公民館利用者が合同で開催しようと、イベント
名を一新し、内容も盛りだくさん。芸術の秋にふさわしくいろ
んなジャンルで舞台・展示発表などが行われ、多くの市民の皆
さんが観賞しました。

全国各地から1 , 2 6 0人の選手が集まって、大村市を主会
場に県内の各会場で「全国ろうあ者体育大会」が開かれ
ました。2 3日、シーハットおおむらで開かれた開会式で
は、太鼓演奏や龍踊りなどを披露し選手たちを歓迎。引
き続き2 4日から2日間にわたって全1 1競技で熱戦が繰り広
げられ、市内でもソフトボールとバドミントンの2競技が
行われました。

開港30周年記念イベントが次々に開催

239/ 県内各地で熱戦を展開
－ 第39回全国ろうあ者体育大会 －

910/ ハッスルプレーで大盛り上がり
－ 第41回おおむら市民スポーツ大会 －

ジャンルもさまざま
－ 第1回いきいきフェスタ in おおむら －

810/ 9･

－ 長崎空港「空の日」フェスタ －

－ 長崎空港ロードレース大会 －210/

25～

179/
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9月1 9日の「敬老の日」にちなんで、市内では1 8日に松原地区と鈴田地区で、
1 9日には三浦地区などで敬老会が盛大に開かれました。各会場では、子どもから
大人までが参加し歌や踊り、演奏、寸劇などを披露して長寿を祝う中、お年寄り
の皆さんは、やさしい笑顔で大きな拍手を送っていました。

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
、
９
月
21
日
か
ら
30

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
早
朝
に
は
、
松
本

市
長
や
川
添
市
議
会
議
長
を

は
じ
め
市
職
員
が
主
要
な
交

差
点
に
立
ち
、
通
勤
通
学
な

ど
の
た
め
横
断
歩
道
を
利
用

す
る
皆
さ
ん
の
安
全
を
見
守

り
ま
し
た
。

市
交
通
安
全
協
会
、
交
通

安
全
母
の
会
な
ど
で
も
、
特

産
の
福
重
梨
を
ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
り
「
交
通
事
故
も
違

反
も
ナ
シ
」
を
呼
び
か
け

る
啓
発
活
動
や
、
県
自
動

車
運
転
免
許
試
験
場
を
使

っ
た
「
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
・
歩
行
者
の
参
加
・
体

験
型
交
通
安
全
講
習
会
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
市
内
で
は

期
間
中
、
交
通
死
亡
事
故

の
発
生
は
な
く
、
県
下
で

も
初
め
て
死
亡
事
故
ゼ
ロ

を
達
成
し
ま
し
た
。

子
ど
も
を
狙

っ
た
犯
罪
を
未

然
に
防
ご
う
と
、

西
大
村
地
区
防

犯
協
会
（
福
田

信
行
会
長
）
で

は
、
９
月
20
日

青
色
回
転
灯
を

装
着
し
た
自
家

用
車
を
使
っ
て

自
主
防
犯
活
動

を
行
う
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
西
大
村
・
放
虎
原
・
中
央
・
三
城

小
の
校
区
を
、
青
色
回
転
灯
装
着
を
登
録
し
た
車

６
台
に
会
員
が
乗
り
込
み
、
西
大
村
小
の
児
童
が

見
送
る
中
、
さ
っ
そ
く
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま

し
た
。
青
色
回
転
灯
を
装
着
し
た
車
両
に
よ
る
防

犯
活
動
は
、
竹
松
地
区
防
犯
協
会
、
大
村
タ
ク
シ

ー
５
社
地
域
安
全
連
絡
協
議
会
で
も
す
で
に
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
な
い
、
安
全
で

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
こ
の
よ
う
な
支
え
が
大
切
な
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
同
じ
よ
う
な
取
り
組
み
が
市
内
全
域
に

広
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

①
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

189/ いつまでも元気でね
－ 市内各所で敬老会が開催 －

9／20～30

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開

②
西
大
村
地
区
４
小
学
校
の
子
ど
も
を
守
る

パ
ト
ロ
ー
ル
出
発
式

19･



― 1 2 ―

今　
は　
亡　
き　
桂　
枝　
雀　

か
つ
ら
し
じ
ゃ
く

の　
落　
語　
の　
一　
節　
だ　
っ　

た　
と　
記　
憶　
し　
ま　
す　
が　
、　
け　
ん　
か　
の　
一　
場　
面　
、　

「　
お　
い　
、　
お　
前　
！　
ド　
タ　
マ　
か　
ち　
割　
っ　
て　
神　

経　
抜　
い　
た　
ろ　
か　
！　
ま　
る　
で　
歯　
医　
者　
み　
た　
い　

な　
こ　
と　
言　
い　
ま　
す　
な　
・　
・　
・　
」　
云　
々　
。　
神　

経　
を　
取　
る　
の　
が　
歯　
科　
医　
師　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
か　

と　
思　
う　
と　
、　
苦　
笑　
し　
て　
し　
ま　
い　
ま　
す　
。　

一　
方　
、　「　
歯　
が　
痛　
い　
か　
ら　
、　
神　
経　
抜　
い　

て　
く　
れ　
」　
と　
か　
、　「　
神　
経　
取　
っ　
た　
ら　
、　
し　

み　
な　
く　
な　
る　
だ　
ろ　
う　
」　
な　
ど　
、　
以　
前　
よ　
り　

少　
な　
く　
な　
っ　
た　
と　
は　
い　
え　
、　
安　
易　
に　
神　
経　

を　
取　
っ　
て　
く　
れ　
と　
言　
わ　
れ　
る　
患　
者　
さ　
ん　
も　

た　
ま　
に　
い　
ら　
っ　
し　
ゃ　
い　
ま　
す　
。　

一　
般　
的　
に　
通　
じ　
や　
す　
い　
も　
の　
だ　
か　
ら　
、　

つ　
い　
つ　
い　
私　
た　
ち　
も　
『　
神　
経　
』　
と　
言　
っ　
て　

し　
ま　
い　
ま　
す　
が　
、　
ど　
う　
も　
こ　
の　
『　
神　
経　
』　

と　
い　
う　
言　
葉　
、　
歯　
の　
こ　
と　
を　
理　
解　
し　
て　
も　

ら　
う　
に　
は　
少　
し　
不　
適　
切　
。　
本　
当　
は　
歯　
の　
髄　
、　

『　
歯　
髄　

し

ず

い

』　
と　
い　
う　
の　
で　
す　
。　

歯　
髄　
の　
中　
は　
血　
管　
が　
充　
満　
し　
、　
血　
液　
が　

流　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
骨　
髄　
と　
同　
じ　
よ　

う　
に　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
細　
胞　
な　
ど　
が　
入　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
赤　
血　
球　
、　
白　
血　
球　
、　
象　
牙　
質　

ぞ

う

げ

し

つ

を　
作　

る　
細　
胞　
な　
ど　
で　
す　
。　

例　
え　
ば　
、　
強　
い　
圧　
力　
で　
歯　
を　
み　
が　
き　
、　

知　
覚　
過　
敏　
に　
な　
っ　
た　
と　
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。　
適　

切　
な　
圧　
力　
の　
磨　
き　
方　
に　
変　
え　
る　
だ　
け　
で　
、　

し　
ば　
ら　
く　
す　
る　
と　
知　
覚　
過　
敏　
を　
治　
す　
こ　
と　

が　
で　
き　
ま　
す　
。　
こ　
れ　
は　
、　
歯　
髄　
が　
歯　
の　
固　

い　
壁　
を　
内　
側　
か　
ら　
少　
し　
ず　
つ　
で　
す　
が　
厚　
く　

し　
て　
い　
く　
か　
ら　
で　
す　
。　

骨　
の　
中　
に　
骨　
髄　
が　
入　
っ　
て　
い　
る　
よ　
う　

に　
、　
骨　
と　
似　
た　
象　
牙　
質　
と　
い　
う　
も　
の　
の　
中　

に　
歯　
髄　
が　
入　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
さ　
ら　
に　
、　
歯　

ぐ　
き　
か　
ら　
出　
て　
い　
る　
部　
分　
に　
だ　
け　
、　
象　
牙　

質　
の　
外　
側　
に　
さ　
ら　
に　
も　
う　
一　
層　
、　
人　
体　
の　

中　
で　
一　
番　
固　
い　
エ　
ナ　
メ　
ル　
質　
が　
覆　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
厚　
さ　
は　
せ　
い　
ぜ　
い　
１　
〜　
２　
㍉　
。　
象　
牙　

質　
の　
タ　
ン　
パ　
ク　
質　
は　
、　
骨　
と　
同　
じ　
で　
3  0  
％　

ほ　
ど　
、　
エ　
ナ　
メ　
ル　
質　
は　
1  0  
％　
ほ　
ど　
で　
す　
。　

歯　
髄　
が　
ム　
シ　
歯　
菌　
に　
侵　
さ　
れ　
腐　
っ　
て　
い　

っ　
た　
ら　
ど　
う　
な　
る　
で　
し　
ょ　
う　
。　
当　
然　
固　
い　

部　
分　
の　
タ　
ン　
パ　
ク　
も　
腐　
り　
、　
あ　
え　
な　
く　
抜　

歯　
。　
そ　
う　
な　
ら　
な　
い　
た　
め　
に　
は　
腐　
り　
や　
す　

い　
歯　
髄　
を　
取　
り　
去　
っ　
て　
お　
く　
必　
要　
が　
あ　
り　

ま　
す　
。　
そ　
れ　
が　
神　
経　
の　
治　
療　
と　
い　
う　
わ　
け　

で　
す　
。　

多　
く　
の　
場　
合　
、　
こ　
れ　
で　
歯　
の　
寿　
命　
を　
伸　

ば　
す　
こ　
と　
が　
で　
き　
る　
の　
で　
す　
が　
、　
髄　
の　
な　

い　
歯　
は　
言　
っ　
て　
み　
れ　
ば　
、　
血　
流　
が　
断　
た　
れ　

た　
乾　
い　
た　
骨　
と　
同　
じ　
で　
、　
割　
れ　
や　
す　
い　
な　

ど　
、　
健　
康　
な　
歯　
に　
は　
な　
い　
問　
題　
が　
出　
て　
き　

や　
す　
い　
の　
で　
す　
。　

痛　
く　
な　
ら　
な　
い　
と　
歯　
科　
医　
院　
は　
訪　
れ　
た　

く　
な　
い　
場　
所　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
痛　
く　

な　
っ　
て　
の　
来　
院　
は　
、　
た　
と　
え　
歯　
を　
残　
せ　
て　

も　
、　
歯　
髄　
の　
処　
置　
を　
し　
な　
け　
れ　
ば　
い　
け　
な　

い　
こ　
と　
が　
多　
い　
も　
の　
で　
す　
。　
痛　
く　
な　
る　
前　

に　
、　
定　
期　
的　
な　
歯　
科　
医　
院　
の　
受　
診　
を　
お　
勧　

め　
し　
ま　
す　
。　

私　
た　
ち　
だ　
っ　
て　
、　
「　
神　
経　
抜　
い　
た　
ろ　

か　
！　
」　
は　
、　
で　
き　
る　
だ　
け　
避　
け　
た　
い　
も　
の　

な　
の　
で　
す　
。　

神経じゃない髄
ずい

！

鳥越歯科

鳥越　真一
とりごし　しんいち

先生
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内　
容　
　　
ニ　
ュ　
ー　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
な　
ど　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
ま　
た　
は　
フ　
ァ　
ク　
ス　
で　

お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

11
月　
18
日　

と　
き　

1  1  
月　
1  9  
日　
、　
午　
後　
７　
時　
〜　
９　
時　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　

講　
師　
　　
鹿　か
嶋　しま
敬

た
か
し

氏　
（　
実　
践　
女　
子　
大　
学　
人　

間　
社　
会　
学　
部　
教　
授　
ほ　
か　
）　

演　
題　
　　
「　
働　
い　
て　
生　
き　
て　
〜　
女　ひと
と　
男　ひと
〜　
」　

定　
員　
　　
２　
０　
０　
人　
（　
先　
着　
順　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
講　
演　
会　
名　
・　
住　
所　
・　
氏　

名　
・　
年　
齢　
・　
性　
別　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
電　
話　
、　

は　
が　
き　
、　
フ　
ァ　
ク　
ス　
、　
E
メ　
ー　
ル　
の　
い　

ず　
れ　
か　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

あ　
て　
先　
　　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜
０　
８　
２　
５　

西　
三　
城　
町　
７　
｜
９　
　　
大　
村　
市　
男　
女　
共　
同　

参　
画　
推　
進　
セ　
ン　
タ　
ー　
」　

E  
メ　
ー　
ル　
ア　
ド　
レ　
ス　

申　
込　
期　
限　

1  1  
月　
12
日　

※　
手　
話　
通　
訳　
有　
り　
ま　
す　
。　

※　
託　
児　
有　
り　
ま　
す　
。　
申　
込　
期　
限　
ま　
で　
に　

合　
わ　
せ　
て　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　（　
１　

歳　
〜　
就　
学　
前　
）　

申　
込　
期　
限　
　　
11
月　
９　
日　

入　
居　
日　
　　
12
月　
１　
日　

抽　
選　
日　
お　
よ　
び　
場　
所　
　　
11
月　
18
日　
、　
午　

対　
象　

1  0  
月　
１　
日　
現　
在　
、　
次　
の　
す　
べ　
て　

の　
要　
件　
に　
該　
当　
す　
る　
高　
齢　
者　
を　
６　
か　
月　

以　
上　
、　
在　
宅　
で　
介　
護　
し　
て　
い　
る　
家　
族　
。　

①　
要　
介　
護　
度　
４　
ま　
た　
は　
５　
の　
状　
態　
が　
１　

年　
以　
上　
続　
い　
て　
い　
る　
人　

②　
過　
去　
１　
年　
間　
、　
介　
護　
保　
険　
サ　
ー　
ビ　
ス　

を　
利　
用　
し　
て　
い　
な　
い　
人　
（　
１　
週　
間　
程　
度　

の　
シ　
ョ　
ー　
ト　
ス　
テ　
イ　
は　
除　
く　
）　

③　
住　
民　
税　
非　
課　
税　
世　
帯　
に　
属　
す　
る　
人　

④　
４　
月　
１　
日　
〜　
９　
月　
3  0  
日　
の　
間　
に　
３　
か　

月　
以　
上　
入　
院　
・　
施　
設　
入　
所　
を　
し　
て　
い　
な　

い　
人　

⑤　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
サ　
ポ　
ー　
ト　
支　
援　
給　
付　
金　
、　

家　
族　
介　
護　
用　
品　
の　
い　
ず　
れ　
か　
を　
受　
給　
し　

て　
い　
な　
い　
人　

支　
給　
金　
額　
　　
1  0  
万　
円　

申　
請　
期　
間　
　　
1  1  
月　
１　
日　
〜　
2  2  
日　

と　
き　

1  1  
月　
2  6  
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　
〜　
正　
午　

と　
こ　
ろ　

松　
原　
出　
張　
所　
　　

対　
象　

小　
学　
生　
ま　
た　
は　
そ　
の　
親　
子　

（　
小　
学　
３　
年　
生　
以　
下　
は　
保　
護　
者　
同　
伴　
）　

大村市役所　代表電話　53-4111 情報ひろばホームページ　http://city.omura.nagasaki.jp

コ
ミ
セ
ン
（
54

３
１
６
１

54

３
１
６
２
）

元　
気　
っ　
子　

「　
あ　
そ　
び　
の　
お　
城　
」　
参　
加　
者　

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
54

８
７
１
５
・

54

８
７
０
０
）

お　
お　
む　
ら　
男　
女　
共　
同　
参　
画　

講　
演　
会　
参　
加　
者　

高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
９
）

介
護
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す

大
村
都
市
開
発
（
54

４
１
５
１
）

市
営
住
宅
入
居
者

前　
1  0  
時　

市　
民　
会　
館　

※　
空　
住　
宅　
の　
問　
い　
合　
わ　
せ　
は　
、　
建　
築　
住　

宅　
課　
内　
線　
４　
４　
１　
）　
で　
も　
受　
け　
付　
け　
ま　

す　
。　

※　
犬　
（　
身　
体　
障　
害　
者　
補　
助　
犬　
を　
除　
く　
）　、　

猫　
な　
ど　
の　
ペ　
ッ　
ト　
類　
は　
飼　
育　
で　
き　
ま　
せ　

ん　
。　

内　
容　
　　
⑯　
ワ　
ー　
ド　
基　
礎　
講　
座　
　　
⑰　
エ　
ク　

セ　
ル　
基　
礎　
講　
座　
（　
い　
ず　
れ　
も　
パ　
ソ　
コ　
ン　

の　
基　
本　
操　
作　
が　
で　
き　
る　
人　
）　

と　
き　

⑯　
12
月　
６　
日　
〜　
16
日　
　　
⑰　
平　
成　

18
年　
１　
月　
10
日　
〜　
20
日　
　　
い　
ず　
れ　
も　
毎　

週　
火　
・　
金　
曜　
日　
の　
午　
後　
１　
時　
3  0  
分　
〜　
４　

時　
3  0  
分　
　　

と　
こ　
ろ　

情　
報　
交　
流　
プ　
ラ　
ザ　
　　

定　
員　

各　
講　
座　
1  0  
人　
（　
申　
し　
込　
み　
多　
数　

の　
場　
合　
は　
抽　
選　

受　
講　
料　

各　
講　
座　
１　
、　
３　
０　
０　
円　
（　
テ　

キ　
ス　
ト　
代　
）　

申　
込　
方　
法　

往　
復　
は　
が　
き　
に　
希　
望　
講　
座　

番　
号　
（　
丸　
囲　
み　
番　
号　
）　
・　
住　
所　
・　
氏　

名　
・　
年　
齢　
・　
性　
別　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
記　
入　

の　
う　
え　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜　
０　
０　
２　
２　
　　
雄　

ヶ　
原　
町　
１　
２　
９　
８　
｜　
２　
９　
　　
大　
村　
市　
情　

報　
交　
流　
プ　
ラ　
ザ　
」　
ま　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　

だ　
さ　
い　
。　

申　
込　
期　
限　

⑯　
11
月　
22
日　
　　
⑰　
12
月　
６　
日　

対　
象　
　　
市　
内　
に　
お　
住　
ま　
い　
、　
ま　
た　
は　
通　

勤　
し　
て　
い　
る　
30
歳　
未　
満　
の　
人　
（　
高　
校　
生　

を　
除　
く　
）　

受　
講　
料　

無　
料　
（　
教　
材　
費　
は　
自　
己　
負　
担　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
講　
座　
名　
・　
住　
所　
・　
氏　
名　
・　

生　
年　
月　
日　
・　
年　
齢　
・　
電　
話　
番　
号　
を　
は　
が　

き　
、　
フ　
ァ　
ク　
ス　
、　
E
メ　
ー　
ル　
の　
い　
ず　
れ　

か　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　
さ　
い　
。　

あ　
て　
先　
　　
「　
〒　
８　
５　
６　
｜
８　
６　
８　
６　

（　
住　
所　
不　
要　
）　
商　
工　
観　
光　
課　
　　
勤　
労　
青　
少　

年　
ホ　
ー　
ム　
係　
」　

E  
メ　
ー　
ル　
ア　
ド　
レ　
ス　

申　
込　
期　
限　

1  1  
月　
16
日　

情
報
交
流
プ
ラ
ザ
（
50

０
０
９
５
）

I
Ｔ
講
習
会
受
講
者

商
工
観
光
課

（
内
線
２
４
１
・

54

９
５
６
７
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

主
催
講
座
受
講
生
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と　
き　

1  1  
月　
10
日　
、　
午　
後　
１　
時　
30
分　

と　
こ　
ろ　

さ　
く　
ら　
ホ　
ー　
ル　

演　
題　

「　
お　
笑　
い　
人　
権　
高　
座　
」　

講　
師　

桂　
か
つ
ら

こ　
け　
枝　し
氏　
（　
落　
語　
家　
）　

対　
象　

昭　
和　
60
年　
４　
月　
２　
日　
〜　
昭　
和　
61

年　
４　
月　
１　
日　
生　
ま　
れ　
の　
人　

と　
き　

平　
成　
18
年　
１　
月　
７　
日　
、　
午　
前　
1  1  

時　
30
分　

と　
こ　
ろ　

市　
民　
会　
館　

内　
容　

式　
典　
・　
新　
成　
人　
の　
主　
張　

市　
内　
在　
住　
の　
外　
国　
人　
の　
皆　
さ　
ん　
が　
、　

一　
緒　
に　
日　
本　
語　
を　
学　
習　
す　
る　
講　
座　
で　
す　
。　

お　
気　
軽　
に　
ご　
参　
加　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　

1  1  
月　
10
日　
〜　
平　
成　
18
年　
３　
月　
30

日　
の　
毎　
週　
木　
曜　
日　
、　
午　
後　
７　
時　
30
分　
〜　

９　
時　
　　

と　
こ　
ろ　

男　
女　
共　
同　
参　
画　
推　
進　
セ　
ン　
タ　
ー　

（　
ハ　
ー　
ト　
パ　
ル　
）　

受　
講　
料　
　　
２　
、　
０　
０　
０　
円　
（　
テ　
キ　
ス　
ト　

代　
）　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

と　
き　

11
月　
５　
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
２　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
立　
病　
院　

内　
容　

乳　
が　
ん　
に　
負　
け　
な　
い　
コ　
ツ　

「　
キ　
ー　
ワ　
ー　
ド　
は　
１　
円　
玉　
と　
み　
そ　
汁　
」　

講　
師　

松　
尾　
俊　
和　
外　
科　
医　

※　
直　
接　
会　
場　
へ　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

手　
話　
通　
訳　
も　
行　
い　
ま　
す　
。　

と　
き　

1  1  
月　
1  0  
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
５　
時　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　

内　
容　

家　
庭　
の　
生　
ご　
み　
を　
使　
っ　
た　
元　
気　

野　
菜　
作　
り　

と　
き　

1  1  
月　
1  9  
日　
、　
午　
前　
1  1  
時　
〜　
正　
午　

と　
こ　
ろ　

市　
立　
図　
書　
館　

対　
象　

幼　
児　
・　
小　
学　
校　
低　
学　
年　

内　
容　

ス　
ト　
ー　
リ　
ー　
テ　
リ　
ン　
グ　
、　
絵　
本　

の　
読　
み　
聞　
か　
せ　
な　
ど　

情報ひろば 大村市役所　代表電話　53-4111
ホームページ　http://city.omura.nagasaki.jp

市
立
病
院
（
52

２
１
６
１
）

ふ
れ
あ
い
健
康
講
座

歯　
周　
病　
は　
、　「　
歯　
の　
生　
活　
習　
慣　
病　
」　
と　

も　
呼　
ば　
れ　
、　
ム　
シ　
歯　
と　
共　
に　
歯　
を　
失　
う　

原　
因　
と　
な　
る　
病　
気　
で　
す　
。　

そ　
う　
な　
ら　
な　
い　
た　
め　
に　
、　
早　
め　
に　
検　

診　
を　
受　
け　
ま　
し　
ょ　
う　
。　

内　
容　
　　
問　
診　
、　
歯　
周　
組　
織　
検　
査　
、　
ブ　
ラ　

ッ　
シ　
ン　
グ　
指　
導　
な　
ど　

対　
象　
　　
4  0  
歳　
・　
5  0  
歳　
・　
6  0  
歳　
・　
7  0  
歳　
の　
人　

定　
員　
　　
１　
５　
０　
人　
先　
着　
順　
）　

実　
施　
場　
所　
　　
指　
定　
医　
療　
機　
関　

検　
診　
料　
　　
２　
０　
０　
円　

申　
込　
方　
法　
　　
電　
話　
で　
お　
申　
し　
込　
み　
く　
だ　

さ　
い　
。　

※　
市　
民　
税　
非　
課　
税　
世　
帯　
に　
属　
す　
る　
人　
、　

生　
活　
保　
護　
受　
給　
者　
は　
検　
診　
負　
担　
金　
を　
免　

除　
し　
ま　
す　
。　

遊　
び　
の　
コ　
ー　
ナ　
ー　
や　
い　
ろ　
い　
ろ　
な　
体　

験　
コ　
ー　
ナ　
ー　
な　
ど　
、　
催　
し　
も　
の　
い　
っ　
ぱ　

い　
で　
す　
。　
親　
子　
で　
お　
気　
軽　
に　
お　
越　
し　
く　

だ　
さ　
い　
。　

と　
き　

1  1  
月　
2  0  
日　
、　
午　
後　
１　
時　
〜　
４　
時　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　

大
村
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
課
内
・
内
線
２
２
９
）

「　
外　
国　
人　
の　
た　
め　
の　
日　
本　
語　

講　
座　
」　
受
講
生

健
康
増
進
課
（
内
線
１
４
１
）

す　
こ　
や　
か　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
5  4  
９　
１　
０　
０　
）　

歯
周
病
検
診
受
診
者
募
集

大
村
市
保
育
会

（
三
浦
保
育
園
・
53

５
３
６
０
）

ち
び
っ
こ
夢
ひ
ろ
ば
２
０
０
５

親
子
で
あ
け
よ
う

遊
び
の
玉
手
箱
！

企
画
調
整
課
（
内
線
２
２
３
）

人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

市
立
図
書
館
（
52

２　
４　
５　
７　
）

と
し
ょ
か
ん

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

環
境
保
全
課
（
内
線
１
４
４
）

生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
事
業

社
会
教
育
課
（
内
線
３
６
８
）

平
成
18
年
成
人
式

◇
県
条
例
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
は
り
紙
・
立
看
板
な
ど
は
、
11
月
７
日
〜
30
日
の
間
に
取
り
除
き
ま
す
。

■
都
市
計
画
課
（
内
線
４
３
４
）

違
反
広
告
物
を
除
去
し
ま
す



物　
件　

宅　
地　
、　
建　
物　
お　
よ　
び　
山　
林　
な　
ど　

と　
き　
　　
11
月　
29
日　
、　
午　
後　
１　
時　
30
分　

と　
こ　
ろ　
　　
市　
役　
所　
大　
会　
議　
室　

公　
売　
方　
法　
　　
一　
般　
競　
争　
入　
札　

要　
領　
配　
布　
場　
所　
　　
税　
務　
課　

要　
領　
配　
布　
　　
11
月　
１　
日　
か　
ら　

持　
っ　
て　
く　
る　
も　
の　
　　
公　
売　
保　
証　
金　
・　
印　

か　
ん　
　　

※　
代　
理　
人　
の　
場　
合　
は　
、　
委　
任　
状　
・　
印　
か　

ん　
・　
印　
鑑　
証　
明　
書　
　　

※　
法　
人　
の　
場　
合　
は　
、　
代　
表　
権　
を　
証　
す　
る　

書　
面　
（　
商　
業　
登　
記　
事　
項　
証　
明　
書　
な　
ど　
）　

※　
公　
売　
開　
始　
ま　
で　
に　
滞　
納　
し　
て　
い　
る　
市　

税　
が　
完　
納　
さ　
れ　
た　
も　
の　
に　
つ　
い　
て　
は　
公　

売　
を　
中　
止　
し　
ま　
す　
。　

※　
要　
領　
は　
大　
村　
市　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
か　
ら　

も　
ダ　
ウ　
ン　
ロ　
ー　
ド　
で　
き　
ま　
す　
。　

と　
き　

1  1  
月　
1  8  
日　
、　
午　
後　
２　
時　
〜　
４　
時　

と　
こ　
ろ　

市　
民　
会　
館　
　　

対　
象　

事　
業　
所　
・　
営　
業　
所　
・　
官　
公　
庁　
な　

ど　
の　
担　
当　
者　

※　
説　
明　
会　
場　
は　
、　
駐　
車　
場　
に　
限　
り　
が　
あ　

り　
ま　
す　
。　
な　
る　
べ　
く　
公　
共　
交　
通　
機　
関　
を　

ご　
利　
用　
の　
う　
え　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

※　
事　
前　
に　
送　
付　
し　
て　
い　
る　
説　
明　
会　
資　
料　

を　
お　
持　
ち　
く　
だ　
さ　
い　
。　
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環　
境　
・　
福　
祉　
・　
教　
育　
な　
ど　
の　
問　
題　
を　

女　
性　
の　
視　
点　
か　
ら　
婦　
人　
議　
員　
が　
質　
問　
し　

ま　
す　
。　
自　
由　
に　
見　
学　
で　
き　
ま　
す　
。　

お　
気　
軽　
に　
お　
越　
し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
1  1  
月　
2  1  
日　
、　
午　
前　
９　
時　
〜　
正　
午　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　

市　
内　
の　
小　
中　
学　
校　
の　
特　
殊　
学　
級　
、　
お　

よ　
び　
県　
立　
虹　
の　
原　
養　
護　
学　
校　
の　
児　
童　
生　

徒　
に　
よ　
る　
運　
動　
会　
で　
す　
。　

ぜ　
ひ　
、　
ご　
見　
学　
く　
だ　
さ　
い　
。　

と　
き　
　　
1  1  
月　
８　
日　
、　
午　
前　
10
時　
〜　
午　
後　

２　
時　

と　
こ　
ろ　

シ　
ー　
ハ　
ッ　
ト　
お　
お　
む　
ら　

県　
内　
の　
ア　
マ　
チ　
ュ　
ア　
人　
形　
劇　
団　
が　
一　

堂　
に　
集　
ま　
り　
、　
民　
話　
を　
題　
材　
に　
人　
形　
劇　

を　
演　
じ　
ま　
す　
。　

と　
き　
　　
1  1  
月　
27
日　
、　
午　
後　
１　
時　
30
分　
〜　

３　
時　
30
分　

と　
こ　
ろ　

コ　
ミ　
セ　
ン　

出　
演　
団　
体　

人　
形　
劇　
団　
お　
む　
す　
び　
Z
A
、　

い　
ず　
み　
座　
、　
キ　
ャ　
ロ　
ッ　
ト　
劇　
団　
な　
ど　
６　

団　
体　
　　
　　

入　
場　
料　
　　
無　
料　

◇
テ
ー
マ

「
少
子
・
高
齢
化
社
会
と
税
」、「
消
費
税
法
の
改
正
」、「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
e
ー
Ｔ
a
x
）」

※
国
を
支
え
る
税
に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
　
■
諫
早
税
務
署
　
22

１
３
７
０

11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を
考
え
る
週
間
」

大村市役所　代表電話　53-4111 情報ひろばホームページ　http://city.omura.nagasaki.jp

コ
ミ
セ
ン
（　
54

３
１
６
１
）　

一
日
婦
人
議
会

文
化
振
興
課
（　
内　
線　
３　
６　
９　
）　

県
民
文
化
祭

「
長
崎
県
人
形
劇
ま
つ
り
」

税
務
課
（
内
線
１
２
８
）

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

学
校
教
育
課
（　
内　
線　
３　
６　
４　
）　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
運
動
会

諫
早
税
務
署
（
�
�
１
３
５
８
）

年
末
調
整
説
明
会
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情報ひろば 大村市役所　代表電話　53-4111
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森　
林　
は　
、　
水　
を　
保　
水　
、　
調　
整　
す　
る　
・　

山　
の　
斜　
面　
を　
固　
定　
す　
る　
・　
二　
酸　
化　
炭　
素　

を　
吸　
収　
す　
る　
・　
酸　
素　
を　
供　
給　
す　
る　
な　
ど　

私　
た　
ち　
に　
と　
っ　
て　
重　
要　
な　
働　
き　
を　
し　
ま　

す　
。　
こ　
の　
た　
め　
森　
林　
の　
伐　
採　
、　
開　
発　
を　

す　
る　
と　
き　
は　
、　
森　
林　
法　
に　
よ　
り　
事　
前　
に　

手　
続　
き　
が　
必　
要　
で　
す　
。　

○　
伐　
採　

届　
出　
書　
の　
種　
類　

伐　
採　
及　
び　
伐　
採　
後　
の　

造　
林　
届　
出　
書　

届　
出　
期　
間　

伐　
採　
の　
30
日　
〜　
90
日　
前　

届　
出　
窓　
口　

農　
林　
整　
備　
課　

○　
１　
h  a  
以　
上　
の　
開　
発　

申　
請　
書　
の　
種　
類　

林　
地　
開　
発　
許　
可　
申　
請　
書　

申　
請　
期　
限　

伐　
採　
前　

申　
請　
窓　
口　

県　
長　
崎　
林　
業　
事　
務　
所　
（　
長　

崎　
市　
城　
栄　
町　
）　

農
林
整
備
課
（
内
線
２
６
５
）

県
長
崎
林
業
事
務
所

０
９
５
（
８
４
３
）
３
０
０
１

森
林
の
伐
採
、
開
発
は
事
前

に
届
出
な
ど
が
必
要
で
す

販　
売　
開　
始　

1  1  
月　
上　
旬　

形　
状　

8  .  5  
㎝　
×　
1  6  
㎝　

表　
紙　
の　
色　
　　
リ　
ー　
フ　
グ　
リ　
ー　
ン　

価　
格　

５　
０　
０　
円　
　　

販　
売　
窓　
口　

企　
画　
調　
整　
課　
　　

※　
長　
崎　
県　
が　
分　
か　
る　
資　
料　
編　
（　
別　
冊　
）　

付　
き　

○　
就　
業　
規　
則　
作　
成　
・　
改　
正　
支　
援　
事　
業　

中　
小　
企　
業　
の　
事　
業　
主　
が　
、　
勤　
労　
者　
の　

労　
働　
条　
件　
の　
向　
上　
を　
図　
る　
た　
め　
、　
就　
業　

規　
則　
の　
作　
成　
・　
改　
正　
を　
行　
う　
際　
に　
必　
要　

な　
経　
費　
の　
一　
部　
助　
成　
。　

○　
企　
業　
内　
等　
研　
修　
会　
開　
催　
事　
業　

中　
小　
企　
業　
な　
ど　
で　
開　
催　
す　
る　
研　
修　
会　

（　
労　
務　
改　
善　
・　
時　
短　
促　
進　
研　
修　
、　
新　
人　
社　

員　
マ　
ナ　
ー　
ア　
ッ　
プ　
研　
修　
な　
ど　
）　
に　
必　
要　

な　
経　
費　
の　
一　
部　
助　
成　
。　

○　
勤　
労　
者　
ふ　
れ　
あ　
い　
交　
流　
事　
業　

中　
小　
企　
業　
な　
ど　
で　
働　
く　
勤　
労　
者　
が　
一　

堂　
に　
会　
し　
て　
開　
く　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
・　
レ　
ク　
リ　

エ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
な　
ど　
の　
ふ　
れ　
あ　
い　
活　
動　
に　

必　
要　
な　
経　
費　
の　
一　
部　
助　
成　
。　

助　
成　
限　
度　
額　
　　
経　
費　
の　
２　
分　
の　
１　
以　
内　

（　
限　
度　
額　
10
万　
円　
）　

申　
込　
期　
限　
　　
1  1  
月　
30
日　

企
画
調
整
課
（
内
線
２
２
３
）

平
成
18
年
版

県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

県
勤
労
者
福
祉
事
業
団
事
務
局

（
県
雇
用
労
政
課
内
）

０
９
５
（
８
２
６
）
３
４
８
１

平
成
17
年
度

勤
労
者
福
祉
支
援
事
業

追
加
募
集

◇
２
日
〜
６
日
　
一
般
戦
　
◇
３
日
〜
８
日
　
Ｇ
Ⅰ
宮
島
周
年
（
場
外
）

◇
11
日
〜
14
日
　
一
般
戦
　
◇
12
日
〜
17
日
　
Ｇ
Ⅰ
福
岡
周
年
（
場
外
）

◇
18
日
〜
21
日
　
一
般
戦
　
◇
22
日
〜
27
日
　
Ｓ
Ｇ
競
艇
王
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
（
場
外
）

■
競
艇
事
業
部
　
54

４
１
１
１

11
月
の
大
村
競
艇
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◇
と
き

11
月
13
日
、
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
　
◇
と
こ
ろ

県
立
大
村
城
南
高
校

◇
内
容

農
産
物
な
ど
の
販
売
・
バ
ザ
ー
・
作
品
展
示
な
ど
　
■
県
立
大
村
城
南
高
校
　
54

３
１
２
１

県
立
大
村
城
南
高
校
文
化
祭
「
城
南
祭
」
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◎
第
８
回
大
村
市
医
師
会

市
民
公
開
講
座

と　
き　
　　
11
月　
12
日　
、　
午　
後　
３　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
大　
村　
郵　
便　
局　
（　
古　
賀　
島　
町　
）　

演　
題　

「　
健　
康　
に　
役　
立　
つ　
食　
生　
活　
」　

〜　
ア　
レ　
ル　
ギ　
ー　
性　
疾　
患　
と　
生　
活　
習　
慣　
病　
対　
策　
〜　

講　
師　
　　
永　
田　
良　
隆　
氏　
（　
下　
関　
市　
立　
中　
央　

病　
院　
小　
児　
科　
部　
長　
）　

※　
参　
加　
費　
無　
料　
で　
す　
。　
お　
気　
軽　
に　
お　
越　

第
15
回
全
日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権

全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
旭
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
選
手
の
皆
さ
ん

（
９
／
12
・
市
役
所
）

第
２
回
九
州
一
般
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
に
出
場
す
る
翼
ク
ラ
ブ
の
監
督
・
選

手
の
皆
さ
ん

（
10
／
３
・
市
役
所
）

第
60
回
国
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
に
県

選
手
団
の
一
員
と
し
て
出
場
す
る
大
村
市

関
係
の
監
督
・
選
手
の
皆
さ
ん

（
10
／
６
・
コ
ミ
セ
ン
）

祝100歳
おめでとうございます

土川キヌエさん（明治3 8年1 0月1日生
まれ、松原本町）が、めでたく1 0 0歳を
迎えられ、自宅で長寿をお祝いしました。
これからも元気で長生きしてください。

し　
く　
だ　
さ　
い　
。　

★　
大　
村　
市　
医　
師　
会　
　　
5  4  

０　
１　
５　
１　

◎
県
果
樹
試
験
場
一
般
公
開

と　
き　
　　
11
月　
12
日　
、　
午　
前　
10
時　
〜　
午　
後　

３　
時　
30
分　

と　
こ　
ろ　
　　
県　
果　
樹　
試　
験　
場　
（　
鬼　
橋　
町　
）　

内　
容　

く　
だ　
も　
の　
ク　
イ　
ズ　
、　
収　
穫　
体　
験　
、　

栽　
培　
相　
談　
、　
作　
業　
機　
械　
の　
展　
示　
・　
実　
演　
、　

研　
究　
成　
果　
の　
展　
示　

★　
長　
崎　
県　
果　
樹　
試　
験　
場　
　　
5  5  

８　
７　
４　
０　

◎
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
健
康
フ
ェ

ス
タ

と　
き　
　　
11
月　
３　
日　
、　
午　
前　
９　
時　
30
分　
〜　

午　
後　
３　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
国　
立　
長　
崎　
医　
療　
セ　
ン　
タ　
ー　

テ　
ー　
マ　

「　
来　
て　
、　
見　
て　
、　
感　
じ　
て　
、　

私　
の　
健　
康　
」　

★　
国　
立　
病　
院　
機　
構　
長　
崎　
医　
療　
セ　
ン　
タ　
ー　

5  2  

３　
１　
２　
１　

◎
Ｖ　（
ヴ
ィ
）　・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

後
援
会
会
員
募
集

長　
崎　
県　
か　
ら　
、　
サ　
ッ　
カ　
ー　
の　
Ｊ　
リ　
ー　

グ　
を　
目　
指　
す　
「　
Ｖ　
（　
ヴ　
ィ　
）　・　
フ　
ァ　
ー　
レ　

ン　
長　
崎　
」　
を　
県　
民　
・　
企　
業　
・　
行　
政　
が　
一　

体　
と　
な　
っ　
て　
支　
援　
す　
る　
た　
め　
、　
後　
援　
会　

会　
員　
を　
募　
集　
し　
て　
い　
ま　
す　
。　

○　
個　
人　
会　
員　
　　
５　
、　
０　
０　
０　
円　
（　
年　

間　
・　
１　
口　
）　

○　
法　
人　
会　
員　

３　
万　
円　
（　
年　
間　
・　
１　
口　
）　

特　
典　

会　
報　
誌　
送　
付　
、　
入　
場　
料　
・　
グ　
ッ　

ズ　
の　
割　
引　
な　
ど　

★　
Ｖ　
（　
ヴ　
ィ　
）　・　
フ　
ァ　
ー　
レ　
ン　
長　
崎　
後　
援　

会　
事　
務　
局　
　　
7  8  

３　
５　
６　
７　
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◎
県
立
大
村
工
業
高
校
「
工
業
祭
」

と　
き　
　　
11
月　
５　
日　
〜　
６　
日　
、　
午　
前　
９　
時　

〜　
午　
後　
３　
時　
（　
６　
日　
は　
午　
後　
２　
時　
30
分　

ま　
で　
）　

と　
こ　
ろ　
　　
県　
立　
大　
村　
工　
業　
高　
校　

内　
容　
　　
弁　
論　
大　
会　
、　
福　
田　
雅　
宏　
氏　
（　
フ　

リ　
ー　
カ　
メ　
ラ　
マ　
ン　
）　
の　
写　
真　
展　
な　
ど　

★　
長　
崎　
県　
立　
大　
村　
工　
業　
高　
校　

5  2  

３　
７　
７　
２　

◎
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
募
集

内　
容　

○　
「　
初　
め　
て　
の　
エ　
ク　
セ　
ル　
教　
室　
」　、　

◎
自
衛
隊
生
徒
募
集

資　
格　
　　
中　
学　
校　
を　
卒　
業　
し　
た　
人　
（　
見　
込　

み　
を　
含　
む　
）　
で　
、　
平　
成　
元　
年　
４　
月　
２　
日　

〜　
平　
成　
３　
年　
４　
月　
１　
日　
生　
ま　
れ　
の　
男　
子　

募　
集　
期　
間　
　　
11
月　
１　
日　
〜　
平　
成　
18
年　
１　

月　
10
日　

試　
験　
日　
　　
平　
成　
18
年　
１　
月　
14
日　

★　
自　
衛　
隊　
大　
村　
募　
集　
事　
務　
所　
　　

5  2  

６　
２　
１　
７　

◎
県
最
低
賃
金
は
６
０
８
円
で
す

10
月　
１　
日　
か　
ら　
長　
崎　
県　
の　
最　
低　
賃　
金　

は　
時　
間　
額　
６　
０　
８　
円　
（　
前　
年　
度　
比　
プ　
ラ　

ス　
２　
円　
）　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
額　

は　
、　
県　
内　
の　
全　
て　
の　
労　
働　
者　
お　
よ　
び　
、　

そ　
の　
使　
用　
者　
に　
適　
用　
さ　
れ　
ま　
す　
。　

た　
だ　
し　
、　
産　
業　
別　
最　
低　
賃　
金　
が　
優　
先　

し　
て　
、　
適　
用　
さ　
れ　
る　
業　
種　
も　
あ　
り　
ま　
す　
。　

★　
長　
崎　
労　
働　
局　
　　

０　
９　
５　
（　
８　
４　
６　
）　
６　
３　
４　
８　

◎
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

生
徒
募
集
（
一
般
）

資　
格　
　　
中　
学　
校　
を　
卒　
業　
し　
た　
人　
（　
見　
込　

み　
を　
含　
む　
）　

定　
員　
　　
3  0  
人　

修　
業　
年　
限　
　　
３　
年　

募　
集　
期　
間　
　　
平　
成　
18
年　
１　
月　
６　
日　
〜　
２　

月　
７　
日　

試　
験　
日　
　　
平　
成　
18
年　
２　
月　
12
日　

★　
海　
員　
学　
校　
国　
立　
口　
之　
津　
海　
上　
技　
術　
学　
校　

8  6  

２　
１　
５　
１　

◎
小
児
難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

フ　
ォ　
ー　
ラ　
ム　
名　
　　
小　
児　
難　
病　
フ　
ォ　
ー　
ラ　

ム　
・　
長　
崎　
　　
知　
ら　
れ　
ざ　
る　
小　
児　
難　
病　
の　

実　
態　
と　
現　
実　
〜　
胆　
道　
閉　
鎖　
症　
の　
早　
期　
発　

見　
・　
早　
期　
診　
断　
へ　
の　
提　
言　
〜　

と　
き　
　　
11
月　
23
日　
、　
午　
後　
１　
時　
30
分　
〜　

４　
時　
30
分　

と　
こ　
ろ　
　　
県　
医　
師　
会　
館　
（　
長　
崎　
市　
茂　
里　

町　
）　

定　
員　
　　
１　
０　
０　
人　
（　
先　
着　
順　
）　

★　
胆　
道　
閉　
鎖　
症　
の　
子　
ど　
も　
を　
守　
る　
会　

長　
崎　
県　
支　
部　
（　
薬　
井　
）　

０　
９　
５　
６　
（　
３　
４　
）　
２　
６　
７　
２　

◎
人
工
肛
門
お
よ
び
人
工
膀
（
ぼ

う
こ
う
）
造
設
者
講
習
会

と　
き　
　　
11
月　
13
日　
、　
午　
後　
１　
時　
30
分　
〜　

４　
時　

と　
こ　
ろ　
　　
国　
立　
長　
崎　
医　
療　
セ　
ン　
タ　
ー　

対　
象　

人　
工　
肛　
門　
お　
よ　
び　
人　
工　
膀　
胱　
造　

設　
者　

内　
容　

講　
演　
、　
医　
療　
相　
談　
、　
ス　
ト　
ー　
マ　

装　
具　
の　
展　
示　
な　
ど　

★　
日　
本　
オ　
ス　
ト　
ミ　
ー　
協　
会　
長　
崎　
県　
支　
部　
　　

０　
９　
５　
（　
８　
３　
８　
）　
３　
０　
４　
９　

◎
第
27
回
長
崎
矯
正
展

と　
き　
　　
11
月　
19
日　
〜　
20
日　
、　
午　
前　
1  0  
時　

〜　
午　
後　
４　
時　
（　
20
日　
は　
午　
後　
３　
時　
30
分　

ま　
で　
）　

と　
こ　
ろ　
　　
長　
崎　
刑　
務　
所　
（　
諫　
早　
市　
小　
川　

町　
）　

内　
容　

矯　
正　
施　
設　
紹　
介　
コ　
ー　
ナ　
ー　
、　
全　

国　
刑　
務　
作　
業　
製　
品　
展　
示　
・　
販　
売　
な　
ど　

★　
長　
崎　
刑　
務　
所　
　　
2  4  

２　
６　
６　
０　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

ご
寄
付

ご
好
意

◇
月
無
症
候
性
脳
梗
塞
　
◇
火
頸
椎
後
縦
靱
帯
骨
化
症
　
◇
水
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
副
反
応
　
◇
木
嚥
下
障
害
　
◇
金
神
経
を
抜
い
た

歯
な
の
に
痛
く
な
る
の
は
な
ぜ
？
　
◇
土
日
セ
ッ
ク
ス
が
つ
ら
い
　
■
０
９
５
（
８
２
６
）
５
５
１
１
・
０
９
５
６
（
２
３
）
４
３
０
０

11
月
の
健
康
テ
レ
ホ
ン

正　
佼　
成　
会　
諌　
早　
教　
会　
大　
村　
支　
部　
▼　
大　
正　
琴　
コ　
ス　

モ　
ス　
会　
▼　
岡　
田　
直　
子　
▼　
日　
舞　
秀　
栄　
会　
▼　
協　
和　
町　

老　
人　
会　
▼　
原　
口　
國　
子　
▼　
志　
水　
俊　
英　
▼　
モ　
リ　
ハ　
ナ　

ヤ　
▼　
鳥　
越　
春　
男　
▼　
松　
原　
チ　
ヨ　
子　
▼　
大　
村　
獅　
子　
舞　

保　
存　
会　
青　
年　
部　
▼　
山　
下　
憲　
子　
▼　
山　
口　
幸　
子　
▼　
岩　

本　
和　
子　
▼　
朝　
倉　
鶴　
代　
▼　
川　
添　
満　
寿　
美　
▼　
田　
波　
多　

雅　
弘　
▼　
日　
本　
た　
ば　
こ　
産　
業　

う　
ぐ　
い　
す　
の　
丘　
へ　
▼　
野　
口　
ハ　
ツ　
▼　
平　
川　
美　
雪　
▼　
徳　

田　
節　
子　
▼　
柳　
原　
憲　
臣　
▼　
福　
田　
志　
津　
子　
▼　
一　
瀬　
志　
明　

代　
▼　
濱　
口　
慶　
▼　
大　
村　
獅　
子　
舞　
保　
存　
会　
青　
年　
部　

松　
原　
の　
さ　
と　
へ　
▼　
山　
田　
庚　
平　
▼　
下　
見　
正　
次　
▼　
昊　

天　
宮　
保　
育　
園　
に　
こ　
に　
こ　
子　
育　
て　
サ　
ロ　
ン　

大　
村　
子　
供　
の　
家　
へ　
▼　
赤　
水　
清　
春　
▼　
橋　
爪　
正　
治　
▼　

竹　
松　
運　
輸　
▼　
野　
口　
け　
ん　
じ　
▼　
フ　
ェ　
ス　
タ　
大　
村　
▼　

フ　
リ　
ー　
ス　
ク　
ー　
ル　
風　
の　
里　
▼　
長　
崎　
県　
建　
設　
産　
業　

労　
働　
組　
合　

ワ　
ー　
キ　
ン　
グ　
ヒ　
ル　
ズ　
へ　
▼　
安　
野　
し　
ず　
え　

慈　
恵　
荘　
へ　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
松　
永　
シ　
ズ　
エ　
▼　
辻　
み　
ち　

子　
▼　
菅　
ひ　
ろ　
子　
▼　
赤　
木　
信　
雄　
▼　
下　
川　
信　
義　
▼　
田　

中　
八　
江　
子　
▼　
平　
田　
輝　
子　
▼　
旭　
ヶ　
丘　
小　
学　
校　
合　
唱　

ク　
ラ　
ブ　
▼　
芳　
文　
会　
▼　
日　
本　
た　
ば　
こ　
産　
業　

◎
香
典
返
し

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
遠　
岳　
誠　
司　
▼　
藤　
本　
ケ　
シ　

◎
一
般
寄
付

す　
こ　
や　
か　
福　
祉　
基　
金　
へ　
▼　
コ　
マ　
ツ　
電　
子　
金　
属　
労　

働　
組　
合　
長　
崎　
支　
部　
▼　
向　
木　
場　
町　
内　
会　

パ　
ー　
ル　
ハ　
イ　
ム　
へ　
▼　
倉　
石　
秀　
文　

ふ　
る　
里　
へ　
▼　
浦　
崎　
美　
代　
子　
▼　
山　
崎　
弘　
子　
▼　
古　
瀬　

恭　
孝　
▼　
ハ　
ワ　
イ　
ア　
ン　
フ　
ラ　
ダ　
ン　
ス　
プ　
ア　
▼　
昊　
天　

宮　
保　
育　
園　
に　
こ　
に　
こ　
子　
育　
て　
サ　
ロ　
ン　
▼　
鬼　
橋　
町　

さ　
つ　
き　
会　
▼　
都　
知　
木　
睦　
▼　
民　
修　
会　
▼　
楽　
し　
い　
ウ　

ク　
レ　
レ　
の　
会　
▼　
味　
平　
▼　
川　
端　
鮮　
魚　
店　

ベ　
イ　
サ　
イ　
ド　
大　
村　
へ　
▼　
平　
野　
重　
郎　
▼　
大　
村　
吟　
詠　

会　
▼　
小　
浜　
小　
天　
鼓　
会　
▼　
平　
松　
龍　
一　
▼　
峯　
寛　
樹　

箕　
望　
荘　
へ　
▼　
圓　
山　
和　
代　
▼　
山　
下　
タ　
ミ　
子　
▼　
山　
口　

郁　
江　
▼　
魏　
秀　
芬　
▼　
魏　
遥　
光　
▼　
山　
道　
健　
太　
郎　
▼　
森　

茜　
▼　
立　
石　
文　
雄　
▼　
米　
田　
達　
郎　
▼　
西　
川　
直　
美　
▼　
小　

川　
鉄　
司　
▼　
堀　
口　
貢　
▼　
芳　
水　
会　
▼　
平　
本　
歌　
謡　
塾　
▼　

仲　
良　
し　
会　
▼　
す　
み　
れ　
会　
▼　
平　
賀　
満　
紀　
▼　
平　
川　
美　

雪　
▼　
ニ　
ュ　
ー　
パ　
ー　
ル　
ハ　
ワ　
イ　
ア　
ン　
ズ　

泉　
の　
里　
へ　
▼　
松　
下　
惇　
▼　
小　
玉　
ヤ　
ツ　
▼　
登　
貴　
和　
木　

会　
▼　
淡　
藤　
会　
▼　
大　
場　
武　
海　
男　
▼　
白　
浜　
ジ　
ャ　
ギ　
ー　

ダ　
ン　
ス　
教　
室　
▼　
長　
崎　
鳴　
り　
物　
会　
▼　
永　
渕　
屋　
▼　
立　

11
月　
１　
日　
か　
ら　
全　
３　
回　
（　
開　
催　
中　
）　

○　
「　
初　
め　
て　
の　
ワ　
ー　
ド　
教　
室　
」　、　
11
月　
15

日　
か　
ら　
全　
７　
回　

○　
「　
エ　
ク　
セ　
ル　
基　
礎　
教　
室　
」　、　
11
月　
４　
日　

か　
ら　
全　
４　
回　
（　
開　
催　
中　
）　

○　
「　
シ　
ニ　
ア　
教　
室　
」　、　
11
月　
７　
日　
か　
ら　
全　

２　
回　
（　
年　
賀　
状　
の　
作　
成　
）　

※　
い　
ず　
れ　
も　
午　
前　
10
時　
〜　
正　
午　

と　
こ　
ろ　

地　
域　
交　
流　
館　

受　
講　
料　

２　
０　
０　
円　
（　
１　
回　
）　

★　
Ｎ　
Ｐ　
O
法　
人　
I  

Ｔ　
へ　
る　
ぷ　
（　
岩　
本　
）　

０　
９　
０　
（　
３　
０　
７　
２　
）　
９　
４　
２　
６　



― 2 0 ―



― 2 1 ―



― 2 2 ―






	表紙
	p02-p03
	p04-p06
	p07
	p08-p09
	p10-p11
	p12
	p13-p17
	p18-p19
	p20-p21
	p22
	p23
	p24

